
火山微動と爆愛地震の性質に就いて
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緒論火山活動の旺盛な時季には， その矯めに火山附近の土地が絶えす微動してゐると

いふ事賢は昔から多くのλJ2によって，多くの火山について確かめ られに事であるが，そ

の多 くは唯特定のー観測l動での微動の振幅， 遡朋之と観測してゐるに過ぎな~ 'u 夫等の観測

を週間して，火山活動の規模の大小，活動の盛衰によってH佐に微動振幅の大いきに禁異が

あるばかりでなく，微動週明並に其出現様式にも者しb、悲異があるのである。師ち火山微

動と併せて爆費地震の費生機巧並に性質ぞ病査することに依って火山活動の機巧ぞ考究出

来る筈と考へ昭和四年以来阿蘇火山にて調査観測しに結果について慨設する。

観測結京大火IJJ研究所を本嫁とし，種 の々地震11で注続開測をしてゐる外に，必要に

n じ下記の間測黒I~に於て積々の闘iWjを・しにι

第一表

槻 測 貼|火口からの方位|火 口か らの距離|海 抜 τ~:リ- 度

粁 町1

1.火 1.1.1研究所 西 7.3 568 

2.茸千里潰 四 3.1 1，100 

3. ヰヰ き主 西南西 1.0 1，170 

4. ~ 了 地 北北京 7.3 530 

5.制 石 北北西 1.0 1，190 

6. JllL 1.Lr 南南東 1.0 1，250 

7. 高 東 1.9 1，520 

地震計 昭和四年五月末研究所にウヰーへ Jレ地震計を据置して以来漣績観測を・績けてゐ

る外，特に微動制iWjの日的で製作し7こ甥遡町二両侠微動計水卒成分 523手，上 f成分2華3

~IJ週閉ざ千倍微動計二.成分ー:側.近itl!l'也震初日1')用地従，; 1・ I](! I':二成分二組を夫々其の 1寺の槻

1M 目的 l二際じて，各観測貼に配.{jJ"して同11寺観測三どした。 各地震計の jR理主第二衣の遁~)。

(1) 昭和 10~ド 8 月京大理製部紀要に溌表したものに多少其後の御測結果を治力目したものである。

( 14~) 



火山f殺到j正爆後地震の性質に就いて

第 表

地 曹主 計名 1 T~I μ"1 V 1 Tl~1μ/ 1 k J Icm I~= Iル I?I~ 
ウキーへ pレ 1、7Jc卒動 10.0 0.81 200 3 

ウキー/-，ν1、上下野j 4.6 0.81 150 3 

短週期ニ高倍Sパ 7Jc卒動 0.55 。 0.55 。16，100 7.5 12，800 30 2 

短週期二蔦倍Sn 7Jc卒動 0.55 。 0.55 。25，600 7.5 19，300 30 3 

短週期二蔦倍Sv 上ド動 0.58 。 0.58 。31，200 10.7 17，500 30 2 

中週期三千f音G.A 水平動 8.0 。 4.0 。627 12 2，800 3 2 

中週期三千ffrG.A 上下動 8.0 。 4.0 o I 1，975 38 2，800 3 1 

中週期三千倍Gn 7Jc卒動 8.0 。 4.0 。340 6.5 2，800 3 2 

中遡期三千倍GII 上 F動 8.0 。 4.0 o I 1，410 27 2，800 3 2 

近i也地震用地震計水平動 2.0 0.81 60 B 4 

九: 振子の自由振動週期。 μ02: 振子の減衰常数。 V:幾何倍率。

ド12: 電流計の減衰常数。 T，: 電流計の自由振動週期。 k: "Uebertra宮ungafaktor" 

l: 相嘗筒軍振子の長さ。 r"'m 微動計の最大倍率。 S: 記録紙が 1分間に進む長さ。

第一種火山微動 阿蘇火111では今迄に四種類の夫々性質の異なる火11I微動が観測され，そ

れを護見の JiI~序に従って第一r 第二，第三，第四種火山微動と名づけずこ

昭和四年五月末初めて研究所にウキーへ Jレト地震計を据置しすこ時に週明一秒前後で振幅

記録紙上 1tリ内外の微動が絶えすで記鋒され仁。之を第一稜火山微動と名づけに〔官時第

四火口の活動期であった矯で，同年十一月七日の噴火活動を最後として第阿火口活動が休

息すると間もなく十二月以後にはウヰーへ Jレ l、地震計ではこの微動が記録されなくなっ仁川

第ー同 第-{ili1Jl't.羽山頂と山麓との比較(矢印は同一時刻を示す〉
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火山微動と;爆後地震の性質に就いて

第二岡 昭和8年2月25日ウヰーへルト地震計記銭の一部

主に南北動成分の週期約 1秒の振動方:第一種火山微[jjJ，

東西動，上下動成分の週期約 5秒の振動力;第二種火山微動。

北
l
市

東

西

下

上

(原記録の~é， )

そこで笠一月短週明二高倍微動，¥1在製作して糊司!IJ主ると，振幅 0・1 ;:クロ L科皮で遡JlJI

約 l秒の締麗な調和iJ)(lー6波からなる微動が毎時数回記録き九たのである。 Jf:後IjIき繍き

観測IJしにところによると山 .fj市火山微動はir.'!IVJ休止問と騰も多少娠中国及び出現!}'fi度に増減

はあるがJ¥.韓前記休l卜一期に於けると同除な出現以況を持続し，火山活動開ufi_i~l~備期!に入 'J

( 14.1 ) 



火山微動と爆五聖地震の性質に就いて

て活動開始に近づくに従ひ次第に振幅と出現頻度とえと増大 r~ ， 港ひには卒均振幅数 E クロ

Lのものが注続出現するに常るのである、

第ー・固に活動休lトー如昭和{)(1'.10月25日に山頂本堂と山麓研究所にて短遡MJ二高倍微動計

で記録し得ナこ第一種火山微動ー鮮の記録の察し沿示しすこf 第二聞に昭和 8年 2月2511第，

第二火口大爆護活・動直前，第一種微動振幅極大期のワキーへ Jレト地震計記録の一部を示す。

記録中主に南北動成分に見られる短週明の微動が第一種微動である。

この種微動は休!日明に於ける記鋒寵しから解る様に初動が俺めて不明瞭であり，普通の

地震記録で見られる様な相の後化も認められないo 特に皆しL、特徴はどの観測貼で観測し

て九全く上下動成分がなく水平聖堂位j:けであることである。火山研ヲE所に於ける振批心向

は常に殆んど火口/j"向に直角であり，地下深さ20米の竪孔の底の詰盤上と地表とで同時観

測をし見ると，週耳r，振幅雪量化の航況等仁は何等の差異が認められないが，全障として振

幅が地yでは地表上のものの 0.85に減少してゐる。之等の性質からこの微動はラフi皮型の

表面披のー積であることに気付くのである。f，'，iLf並んでこの微動の俵矯湿度を決定する錦

に山頂本堂と山麓研究所とに制週明二j阿倍微動討を据置して同時制i!\lJ~どなし，第ー種微動

IH~見様式与を比較するに第一聞に示しすニ様に， 山頂に比べて山鐙の Uが波の数が増加し，i4i

所ての相官相そ比較することは州*ないが今闘の様にllt大娠中高で似ょっ:こ波形のものを恨

第三表

! I本堂 l 研
日 附 | 出現時ト一一一「一 一一「一一

i I AN I .lt.' I T : .1 N 

j931 h 111 5 1μ|μ1  ".... 1 μ 
()cl. 6 1 21 43 06 1 0.22 1 --1.14 1 0.83 I 0.77 

16 I 21 S9 45 I 0.22 I 0.78 1 0.?7 I 0.53 

16 I 21 40 26 I 0.19 I 0.64 1 0.89 I 0.50 

20 21 :::9 i 7 I 0.69 I 0.97 1 0.76 1.17 

お I21 41 03 I 0.56 I 1.70 I 0.93 I 1.83 
29 1 21 'S? 02 I 0.33 I 0.97 I : 0.58 
29 I 21 40 49 1 0.42 1 1.10 1 1.10 

);'ov. 11 I 21 :;9 49 1 0.33 1 0.56 

11 I 21 42 53 I 0.70 I 1.00 I 0.80 

平均

μ 

0.96 

比 0.96/0.89=1.08 
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究 liJT l 出現

.1r: T |時差

1-'. __n 
0:5'3- 0.98 6.50 

0.18 i 1.05 6.00 

0.[8 1.05 6.60 

0.55 L12 6.20 

0.67 0.93 6.46 

0.23 i 6.24 

0.55 1.13 6.25 

6.70 



火山微動と爆軍基地震の性質に就いて

りに相常相と考へることにすると，矢印の位置が雨所での同一時刻そ示すから，この微動

は明かに山頂から IIJ麓lニ向って俸橋してゐるのである。昭和 6.1~10， 11月の観測では第三

表に示し、fこ嫌に山mとllJ麓とでの出現時尭が平均6，42秒で，振l隔は殆ど山頂山麓相等しく

僅かに前者が後者の1，08倍iこなってゐるに過ぎない。然るに笠昭和 7年10月第 a火口活動

初期に於ける概測では，之と著しく異なり，第四表に示した様に，出現時差が平均 5.22秒

に減少し山頂の振幅が山麓の 2.38併に増大したのである。是如く活動の時季によって第

一種微動の俸矯様式に先異があると U、ふ事賢は甚古興味あることである。出現時差の差異

は騒簡L源の深さに闘係すると思はれるが，今1限りに騒冒L源が第一火口底にあると考へると

体構速度は 0.99粁/秒となる。

第四表

本 堂 研 究 所 出現
日 附 出現時

AN AF: T AN AF: T 時差

1932 h m s 
0μ .28 

μ 8ec. 
0μ .35 

IL see- sec. 
Oct. 21 18 44 48 0.70 0.90 0.17 1.00 5.20 

15 53 55 0.25 0.92 0.76 0.42 0.22 1.00 5.15 

18 58 12 0.25 0.97 0.90 0.35 0.18 1.00 5.60 

19 46 08 0.28 1.11 1.00 0.33 0.13 1.00 504.0 

21 24 34 0.47 1.39 0.98 0.50 0.25 0.87 5.03 

22 21 89 0.56 1.39 0.82 0.50 0.20 0.98 5.10 

22 33 08 0.58 1.39 0.83 0.50 0.23 0.90 5.15 

22 10 ::6 51 0.97 2.50 0.81 0.88 0.37 0.80 5.10 

卒均 1.30 0.88 0.48 0.22 0.95 5.22 

1μ .38 0μ .58 

比 1.38/0.58=2.88 

号たに第一種微動の振動諒の振動機式与を決定する矯にはその影響を最も著しく受ける振動

源に側めて近い場所に於ける振動RX態ぞ調べる必要がある。そこで昭和 8年 8月に短週明

二関儲微動員十のー組そ山頂本堂観測所に据置し他の一組冶次々に臨時観測j貼に持ち廻って

同時観測そなし，相互に相賞する第一種微動振動方向並に振隔を決定し第五表そ作っすこu

表中Aは振動源から観測勤までの距離， 叶ま研究所の振幅をIi!i立として計った各観測貼に

於ける振幅， γは|府闘振動の長柄IJの方向と俸播方向とのなす角，中は北北東方向の節線から

時計の針の廻る向きに計つ仁観測l貼の方位角を表はす。之を聞にしすこのが第三闘で、ある。

第三闘で見ると明かに二本の互に直角に交る節線が引け乙のである。そこで振幅か方位

(1<16) 



火山微動と爆五基地俣の性質に就いて

表

淑 iJlIJ 貼 ム |“槻訊IJ α計算 Y槻測 I(計算| '" 
If 

研 究 所 7.20 80' 90。 245' 

宮 地 7.25 0.5 0.1 64 45 1.5 

草千里演 3.10 1.7 1.4 90 90 245 

本 堂 1.10 2.0 2.0 38 40 194 

硯 石 0.50 68 88 302 

Jsl 山 1.20 60 79 134 

7，: 第

的にケ加ri向f句4叫，性|

波の中野足届成;Et博士の解式tをを佼使-ひ， 今決

定しに二本の節線 tでは方位的受位
第

のみが存在する様な方向と考へて，岡

(その解式でn=2の場合ぞ採り)，

各観測貼で観測される筈のiι及び Y

を;¥-1"算して見ると， l-i~/Uと中 l二記入

しずこ様に非常によく削測結果と 4 致

1
1
7
1
メ
ヰ
千
喧
魂

h
t
m式市

1 してゐる。印ち昭和 8ffo 8月に於け

ろ第一種微動を生起する振動源の振• d官、

一
動慌式が決定されにと見てよ L九然

るに昭和 6千r::秋火山祈動休止明での観測はこの様式の振動源では本堂と研究所との振隔比

この場合に若し節線を北北東のもの-本とすると(印ち解式で 11=1

として)，間iWJ値1.1に到し計1?値も亦1.1となってよくー・致すが，

1.1が説明でまない

何分二黒I~t:けのこと

ー倫Lf叉第一種火山微動が純粋なラプ型波t:けから成立ってゐることが注[Jに慣する性質

です辰動源に於ける謄力候件が妹津博士の所調第二積債波のみ;;e生戒する様な欣態にあるも

fごから明かでなし・。

のと考へられるのである

第二橋火 111微動ば火山活動休，1'，閉じは振隔 1~2 tクロペ週明 3.5第二種火山微動

それが毎1手数回記錯されるのである。火山活動開始数日7秒11'1:のi周和i皮4-5の来'1で，

前から=欠第に其の振隔と IH現制度ヰヒ増し，濯にはj主績して記録される践になるに第二闘は

同中東西成分及び上ド成分に明かに見られる週間 5秒

(H7 ) 

大娠隔で5a，繍記録3れた例であり，



火山微動と:爆後地震の性質に就いて

前後のものが第二種微動である q

火山研-究所に於ける第二種微動振動様式は常に丁度現噴火口のゲ向，印lち東西-Jfln)に振

動し，上下動成分亦水卒動成分とほ(J;聞大で，西上東下に向ふ長軸の廻りに遍卒な階園軌

遁与を童いて振動するの主要振動の振り初めは何時も西上へ卸ち「押しjである。振幅が小さ

くて明かでないが多くは主振動前十数秒遅から特異な不規則な波群が附属してゐる様であ

る♀Ul頂本堂では振隔が山麓研究所の約 2.5傍程あるから振動の模様が割合明かであるが，

振動IT向はやはり現噴火uの中心方向，北74'。東一南 74。西で，上 1;動成分は大韓水卒動成

主分と等しし北 74。束、ドへ ーI勾74'西 1:へ向く長柄1Iの魁，)に|府闘軌道ぞ君主し、て振動し，

」二-1、-要振動の初動は何時も「押し」で始つてゐる。振幅と週明との聞には何等の相聞なし

動成分と水平動成分との比と週間との聞には多少の聞係が見られ，第四闘に '1-;しすこ様に週

期の長いもの粍J:1"動成分が大主くなってゐる燥である。

第|凡l岡

第二種微動上l、動成分(めと
水平動成分(9)との比と遡間

1::斐振動相より約20砂w前から振隔が

主要件1のがJすれ削l削者(J.(川

しい梢 l不規則な前騨相が|町村るしてゐる

.・

.れ
れ
や
ふ
っ
・・.

止i!.6

V 
叉多くの場合は こI~裂f~:ljのがJ場合が多いc

-. . 
必且
v

q

4

A
I
l
-
-

十瓢秒前に第一種火山微動が出現してゐ

る。 11寺々は全く第一種微動や仲はないで

第二種微動のみカ、/JrEJi.すらことがあれ父

1.0 其の逆にみ;・種微動乃みが拡~Itl二出現す

る場frもある。師ちpfj者其の費生泌が1;;
。 ~e..

Period 
6 7 

一一+
δ 4 

に同一振動子に非さるなぶすのである。

111m本企と山健研究所とで

ると距離約6.3ff離れてふ節

の山ln寺問視Ij記録(第五闘)で見

第二種微動山]貨と山麓との比較第五阿

1ぃm八~
三極微重Irl-:型付iの波形はまこ

とによく 一致し，容易に互に

(148 ) 



火山微弱jと爆務地震の性質に就いて

へて見ると第 61<に見る様iンl、均 7砂山頂に比ヘて山鑑の心が出現がお くれてゐる。之か

ら俸倦建度は 0.90粁/秒となりこの地域表居のレーレ一波の速度に相賞してゐる》うL振幅

は山頂から僅かに一波長候り離れず峨が去に減少山る。

第

(本 業:
日 昨I

T 

一 一一 一 ←
nUH. ~(:C 

Oct. ~6 21 47 12.6 6.2 

23 i2 11.0 6.0 

39 9.1 6.0 

54 10.5 6.2 

27 6 47 14.0 5.7 

7 07 11.0 6.4 

8 26 12.5 6.0 

11 04 27.0 6.0 

58 21.0 6.3 

12 43 22.0 6.0 

44 22.5 6.2 

13 89 30.0 6.0 

14 16 18.0 7.0 

40. 18.0 6.0 

16 22 16.0 5.9 

26 19.5 6.2 

17 15 32.0 5.6 

18 14 19.0 6.6 

26 16.5 6.2 

30 12.5 6.0 

55 14.0 6.0 

20 10 17.5 6.0 

21 28 24.0 6.0 

卒均 17.82 6.11 

ム〆、 表

研ー 究

Av 

IUJI). 

7.0 

6.0 

2.7 

5.2 

5.5 

6.4 

5.0 

10.0 

6.5 

7.4 

7.5 

11.5 

5.2 

6.7 

5.6 

6.4 

12.6 

7.1 

8.0 

7.4 

8.0 

5.2 

10.0 

7.12 

所

T 

!Sec. 
6.2 

5.9 

6.2 

6.0 

5.0 

6.0 

5.3 

6.1 

6.2 

5.2 

6.0 

6.2 

6.0 

6.0 

6.2 

6.1 

5.8 

6.4 

6.2 

6.0 

5.7 

5.9 

6.0 

5.94 

!日比 Im現時差

IFI，I， 一一~
s.時--

1.80 I 7.6 

1.83 6.2 

2.46 6.4 

2.02 6.4 

2.54 6.8 

1.72 7.4 

2.50 7.5 

2.79 5.8 

3.24 8.0 

2.97 8.0 

3.00 7.0 

2.61 6.8 

3.46 7.6 • 

2.69 7.0 

2.86 7.6 

3.04 6.8 

2.54 8.0 

2.67 7.6 

2.06 7.0 

1.69 6.7 

1.75 6.8 

3.36 7.0 

2.40 6.0 

2.50 7.05 

号化に同時観測じよって調べた各観測IJ粘に於ける振動方向，主要相初動の「押しjliilきj，

研究所での振幅仕草位として計った振幅，上下動成分(V)と水平動成分(9)の比を第七表

に記載し，第六圃に示す。

闘に明かな肢に振動源は火口直下館。深く ないと ころにあるらしく， ~見石そ除いては背

「押しj'C初ってゐ 1，.)のに，州行fごりが:"i!_)-jで初 ()， f!'iかも i也に比べて省;しく振幅の小 さ

(14(l ) 



火山微動と爆後地伎の性質に就いて

表

事E ill.ij 鮎
|竺ーヂ一方- ーと1<JJmと(/)相|宇一一一竺l芳一

研 究 所

宮 地 北北東一南南西 7 I 1 i 
本 堂 南74。酉ー北74。東 押し 2.5 1.1 

硯 石 南東一北西 号l主 0.9 1.2 

1且 r.4 南10'東一北10'西 押し 4.0 2.0 

高 長 北730

ー南73・西 押し 2.5 

七第

いことが注目すべき黙である。唯之第二種火山徽勤主要相初動分布第六闘

fごけでは，殊に宮地の「押しJI~l き」

官t
が疑問であるから，備は振動源の振

動機式を箪ー的に決定lIDI~ないが，

とにかく火口到の方向を一つの振動

i~1Jとして，南方皿山の JjJr'H二阪大「押

し波Jが出て北方硯石は節商の近く

にf{r.し然かも「引き波」侭rJにあることあ

らJ

が角的1る。

第七圃は昭和 8年 8月17日本堂に

九

p

，v
z
t
I
t
-

-
ぺ
宮

ム

Fm花
時
川

p ・ ~ '-.n. 

一 て中週明三千俗微動計米西成分によ

川 /:L川一川川川山川

爆五重地震中j自JJ:JJ三千{音韻1動計記銭(本堂〉第七闘

東

|

|

西
ーーーーーーー→ト

る爆輩噴火の記録であるが，爆投による念振動がわJって後約8秒後に初め凶， ~~1( ~γC東~

上下成分記録と合せ考へて其の振動様式の一長波が見られる。その週明は 6秒で，南北，

~:--く同所に於ける第ー:主主微動のそれと矧似してゐる 《 殊に応じli;~l ~11 12 IW 34分¥印の爆殻

II .~の振動様式は非常によく第二極微動の一般的振動形式と似てゐる。 11佐念振動が前者は爆

費地震動でーあるのに後者は江シ 'f，R微動であるのが異なるにけである。

爆護噴火後の長械は瓦斯/之ひ俳岩庇li-の多量の放出によって引 き]巴されたYJ挺柑の振動

( 1.，11 ) 



火山微動と爆後地震の性質に枇いて

に起因するものとどーへられる。従って第二種微動も亦YJ柴j留が何lこか内部爆費等の騒観に

よって振動し始め，特殊の球I師波-1:'浩り 11'，し其の主要相jがこの地域表居のレーレ一波の遁

度で俸はるものとそ子、られる。かくの如く第二種微動の~，~が目提i留の振動じよると号へる

ならば，火山活動の種々の時季に於て夫々特有の波JI3，遡朋を持つこと，同・時季のもの

は相互に著しく類似してゐること，父火山活動老衰朋よりも活動開始期或は開始準備期の

方が温かに振幅大きくその減衰卒も小さいこと等常よく説明されるのである。

第三種火山微動 第三種火山微弱Jは火山活動期lにのみ観測せられ，週明約 0.5砂の波が

漣繍して記録される。然し普通土地の固有振動として知られてゐる交通機闘等に原附する

微動や，火山研究所に於て雨後屡 l観測される附近の瀧に馴する同遡朗の徴証の様に長

時開始んど等振隔で梢くことなし火山噴煙鳴動が丁度息する織に艶化すると同様に第三

稜微動も不規則な間隙を置いて皆しいJ副長の機化のあるのが特徴である η

火山研究所に於ける振動H向はー・定せすして複雑な軌跡を議き，平均して東西，南北

~成分殆んど同大であるが，上一 l'ド、"慰動I成分は/水k主半ド動成分より f活Eカか、に小さ b 、n 地ド深さ 2却om 

の与移駿FE.孔の!威彪でlはま地J衣毛に比蛇してJ振辰刷P惰高が 0.6にi減成少してゐる占 z昂:~ /八\. ~き表隻に f各子副測 z

l山出到i(σEW)λ，砕南j北(Nメり〉成分のE卒lドt均t振反隔比， 1:'ド助成分(rコと水不動成分(I1)とのlt，研ー究所

の振隔を草枕としてiWJつに振幅ぞ記載し，第八!爺!にごたれそ闘にぷしすこ。

この微動は波長 500米内外なので，不えJH1IJな地盤機遣の影響ぞ受けること多く，外観測l

貼に於ける振動様式非常に箇Lれて，とから騒苗L棋の振動様式をとRめることは相常困難であ

翻V¥lJ1貼

研 究 所

草千里演

本 l 堂

宮 地

硯 石

血L

E詰

第 八 表 るo Xi皮群として作殺することなく常l二連樋

ZZ|-長|娠幅
1.0 0.1 

1.2 2 

1.0 0.5 2.2 

0.5 

0.8 (1.5) 

0.2 1.0 (5) 

1.0 ( 2) 

出現するが放にキuぞ合せて俸播速度を決定す

ることも容易でな~'"然し爆護による地震の

主要部良IIち表両波部の遡則及び振動様式が守そ

く第三種微動のそれと・致する事賞，殺にこ

の微動が火11I活動朋にのみイ(-fl:することから，

第三種微動は地下割合浅いところでの内部爆

輩によって起きれナニ小地震動の主要動のみが連績記録されるものかと考へられる。然るに

爆護地震の振動iL~、は第九固に見る様な裂時型のものであるから，この振動源から議問され

る各地での νーレー波の振幅及び振動方向は節線上では純粋に倖矯 If向に直角なせ1止にけ

で， それから離れる従ってごたあ l二億矯 U向の~'if)'， がたきくなるが，似ìL~íj' ら注さかるじ jIt

( I川)



火山微動と爆畿地震の性質に就いて

って前者の }Jが後者より念蓮に減衰す

るので，振動源から遠いところでは節

線に傾めて接近しにところでのみf事情

方向に直角な幾位が{(，f正するのである。

このレーレ一波の性質をiiJ4において第

八闘を見ると皿山，硯石では俸備方向

の成分が大いのに，筋線にそれより近

い本堂，高岳ではその傾向が見られな

し、製iなぞ不明瞭乍ら第三種微動は主に

νーν一波型の表面波であることが解

第入国 第三極火山微動振幅分布悩

+ + 
科手
守t b 

I'if宝

あ
岳

'
'
e
A
Y
E
l
l
 

る。

第四種火山徴動 昭和 7年 9月511午後3時14分カ・ら約30分間第三種火山微動に乗って

遡朋約 0.2秒の微動が約 0.05tクロシの振幅に始んど凌化なく蓮績記録された。この微動

の原因とどー~られる tのは，丁度其時間に第一火口が長い休止朋の後初めて黒煙をp;tき出

し始めたこと以外には何にもなし九 向ほ又火口に極めて近い山頂本堂の記録(同一時刻の

記録がないのは残念であるが〉には火111活動期]には，出三稜微動燦l隔が非常に大きくて見

分け難いが確かに 0.2秒週明の微動か乗ってゐるし，休止期には同所で所謂固有振動とし

観測される微動が 0.22砂週明であること等考へ合せて，この 0.2秒遡明の微動は噴出孔生

成等の騒貫Lによって担3れずこ火山微動と考へられる。之冶第四種火山微動と名づけておく

ことにする。凶みに火山研究所に於ける土地の凶有振動遡期は 0.32砂週期，雨後Iqt近の瀧

による微動は 0.5秒週明，強風時の微動は不規則で 0.32砂と 0.10砂週間で，この第四種微

動に相賞する週期のものはない。

爆投地震 直接噴煙Jt!:石を伴ふ地震そ爆護地震， 1*はないこの地域の地震を火山地震と

呼ぶことにする。爆産地震は一般に振動微少で山麓研究所に於てクヰーへ Jレ地震計では縦

波初動の読み取れる様な完全な記鍛冶胎しずこものは一つもなし、。昭和 8年 8月山頂火口附

近観測貼にて観測しf与す:爆護地震の初動を第九表に記載しナミ心

本堂と倒石と -lrrilll.H二制iA1lされ仁例は 4回しかないが，本堂では常に「押し波 ITわ1)'J ， 

例行では引に1-引きJ.-U-C宇J)る」ノ「宅J)'IDJJH向の雌かな地援について，其の震源}I1.'[在IHして

比る !Ã~九闘に凡乙 tX，仁州イlでは全部の心付ーが狭k 、角の聞に;ば入るのに，本堂では割 fT散っ

(lG:l ) 



火山微動と爆後地震の性質に就いて

第九表

(A) 本 堂 (B) 硯 石 (C) 

出 現 時 IAR l.h.1出現時 IAR Iん|ん/ 本堂|硯 石

h m I HUll.IJlllll. ぉu
出現時

11 n、 J1JJll. sJJH. 

Auε. 16 23 12 -3.8 -2.8 Aug.18 2311-2.011.312.4 .'h: 1 .1R Ag 

一h Ill 33 -1.3 2.0 T.lnl. n】111. lUJlI. 

14 -1.4 -2.0 λU(;. 18 6 31 -0.5 一1.51.1 
34 -2.0 2.0 

17 12 28 -1.4 -3.5 331-0.3 -2.0 
26 -3.0 2.4 

29 -3.0 -4.0 37 -2.2 2.4 341-0.7 -3.0 1.7 

31 -1.2 -1.7 ! 38 -1.4 2.4 351-0.4 -2.0 2.0 

32 -1.0 -1.1 39 -2.0 1.2 2.4 

34 -2.0 -1.3 
4 29 -2.5 1.4 2.2 

31 -3.5 1.8 2.5 
36 -3.0 

32 -3.0 1.5 2.8 
37 -5.0 33 -2.5 2.0 2.5 

平均 2.36 

て，震源が現火口列及ひ其の北方延長線l:(二殺到してゐること在示すゃうである。皿山で

は唯 4 回しか爆護地震の記録が得られなか-)1こがその初動は「ヲ|き披」でケルlは大韓火口刈

の方向になる。

之等:を組合せて作つに第九園初動分ギli闘は日J--の地震による初動分布ではないが，各1lli

第九岡

高見
ス五

桔tE霊地震初動分布圃

o l:;u 500 Tn 
耳目t
ι， 一一一

←一寸

( L川)

iWJ鈷に於ける初動の「押しJi引き」は

今回観測された限りでは常i二ー定し

てゐるから，第九闘を以て線、ての爆

護地震の初動分布を代表してゐるも

のと見てよからう。事賓本堂に於け

る横波初動は北北西でごの初動分布

から期待される振誠去による横波初

動方向と a致する。かく考へると爆

費地震は一般に考へられてゐ大様に

簡草な四方へ一様な押し波が出る振

動源でなく，普通の地震と同様に二

本の節線ぞもつ梨雄型の輩震機巧仁

中11賞するものである。 iMほ a)j;-準め



火山微動と爆愛地震の性質に就いて

てこの爆護地震震源の分布から現噴火口到のケ向に座制ri，それと直角のU向に必カが働く

ことにキ11常する力桟が火rJ刈の Jirf，)に放列して輩症することを示し，同l慌な力肢がより大

槻模にあれば出来るであらうと忠はれる大裂跡事(:現火rJ刈)，及ひ夫れより逼かじ南方に

延ひる一大構造線の有在することに，其間一聯の闘係が存在するらしく考へられるのであ

る。

次に場護地震の震源の深3は，震波を{毘'Jに直線的に進むとすれば，本堂で観測されfニ

射出1(J及び震央距離から約840米，本堂及び叫石でのわJ期微動機績時聞が夫々1.0秒と O.

8砂であることから約 880米となるつ F弱者不均して 860米沿震源の深さとする。

昭和 8年8月18口組行で観測した爆護地震初動(P)と菅波初動(B)との到建時間差(p->

B)は第九表(B)に記入しにやうに平均2.36秒である。今震源の深さ冶 860米として，震源

距離 1.05粁，噴出孔口から叫石まで距離 700米，蛍時の気濯は15度で音波の遁度を 340米

/砂とすると，震源から噴出孔口に爆護摩カ波が到着するに要す時間は1.14秒であり，噴

出孔内熔融俳{'fa.:llを俸はる匪カ波の速度は 790米/秒となる。師ち蛍時熔引の瀧度は其の

色から判断して約 1，000度はあったと忠はれるから非常に瓦斯を豊富に含んで、ゐたことが

判る。

昭和 8年2月下旬から 3月上旬にかけての第一ァ第二火口の大爆費時にも爆護源の深さは

本堂での観測結果から 1，000米両iJ後と推定されるが，この時の震源から噴出孔口に到る時

聞は山麓研究所での爆護地震初動及び音波の到達時開示が平均 17.68秒であることから1t

H'，2U蛍時の気渦は約5度として音波の建度は 334米/秒とすると1.1秒となり，前仁決定

した同年8'1'.の爆護11寺の1.14秒、と殆んど一致してゐる Q

然るに嗣者の爆設の規模には非常な差異があり， -'f-春の大爆時には重さ2m頓に及ふ大熔

目庇を 300米儲も放出し，小噴石は遠く 1，000米にも及ぶ程であったのに，夏の爆費時に

は小噴石を200-300米飛ばしにに過ぎなし・ 1

かくの如き差異にも拘ら令ー噴出孔内歴力波の俸矯法度に大した走兵カ、ないことは甚Tご興

味あることであるο

噴出熔岩片の飛行距離から算出された噴石の初謹は昭和 8年早春大爆投時には94米/秒，

夏の小爆裂時には30米/秒であるu 今密度 pの噴石を初、逮 vで放出するに必要な噴出孔

内外の塵カi仁川若し物質の移動によって)畢力が獲らないければ片」-p戸であるか

ら， --'1'.一春の^爆護il~fには 108 試歴，夏には 9 話慢のF極力，:~~か必要となる乙ノj'~J定j肢を・ 2.5 と

( l，j.l ) 



火山微動と爆後地震の性質lこ就いで

してこの腫力に相官;すゐaさは前者は 450米，後者は37米となる。常然の事乍ら噴石初遁

度の大小は爆護の坐起したi栄さには無附係で唯爆護によって生成されに眼力の大ð-~によ

ってのみ定まるもの℃あり，爆費しても噴煙噴石にまで護法しない小爆設もある筈で，之

噴煙噴石毛と伴は歩して各種微動の生成される所以である。

各種微動の騒凱源及び爆費地震の震源等皆例外なく現噴火口刈北端l亙1"に集るが，噴出

火石の分布から決定しすこ活動議亦同一個所に一致するのであろ。
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